
系外惑星の華麗なる円舞
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１．まほうの言葉？ＴＯＩ ＴＯＩ ＴＯＩ

恒星の前を小さな天体が横切って、わずかに暗くなる現象を観測することで、その

恒星の惑星を検出するトランジット系外惑星サーベイ衛星ＴＥＳＳは、２０１８年４月に

ＮＡＳＡが打ち上げて以来、１８００超の系外惑星候補を検出しています。

中でも追跡確認観測が必要とされる天体はＴＯＩ（ＴＥＳＳ Ｏｂｊｅｃｔｓ ｏｆ Ｉｎｔｅｒｅｓｔ）

にリストアップされ、実際、興味深い天体が多数、含まれています。

今回は、ＴＯＩの中から、最近発表された２つの系外惑星系について紹介します。

２．ＴＯＩ １７８

南天のちょうこくしつ座

領域にあるＴＯＩ １７８は

６つの惑星を従えていま

す（図１）。

残念ながら、どの惑星

も恒星のすぐ近くを公転

しており、生命生存可能

領域にはありませんが、

興味深いことに、一番内

側の惑星ｂを除く５個の

惑星の公転周期が、２：

４：６：９：１２と い う整 数

比（尽数関係）になっています。

つまり定期的に、いくつかの惑星が軌道上で揃うのです（図２）。

このことは、惑星が形成されてから（約７１億年前と推定されています）現在まで、

図２ 軌 道 上 で
定期的にそろう
ＴＯＩ １７８の惑星
群
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図３ ＴＯＩ ４５１の説明図 ⒸＮＡＳＡ’ｓ Ｇｏｄｄａｒｄ Ｓｐａｃｅ Ｆｌｉｇｈｔ Ｃｅｎｔｅｒ

惑星の軌道を乱すような大事件が起きていないことを示しています。

惑星の大きさや質量は、地球の数倍程度ですが、密度が地球のような岩石的な

ものと、海王星のような氷的なものとが軌道長半径と関係なく存在しています。

太陽系とはだいぶ様子が異なるＴＯＩ １７８は、惑星系形成のシナリオを検証する

上で重要な存在です。

★原典：ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ.ｅｓｏ.ｏｒｇ／ｐｕｂｌｉｃ／ｎｅｗｓ／ｅｓｏ２１０２／ （←動画もあります）

３．ＴＯＩ ４５１

３個の惑星を従えたＴＯＩ ４５１（図３）は太陽とよく似た星ですが、年齢が１億２千

万年程度と非常に若く、なんと自転周期が５．１日です（太陽は約２７日）。

３個の惑星は地球の１２～１９倍の質量を持ちますが、水星軌道の３０％ほどのと

ころを公転しており、表面温度は１０００度ほどにもなります（公転周期は長いものでも

１６日！）。この熱さのため、惑星大気はどんどん失われているかもしれませんが、年

齢が１.２億年なので、原始惑星系円盤に含まれていた揮発成分が、まだ惑星大気

として残っている可能性があります。

ＮＡＳＡの研究者は次期大型宇宙望遠鏡ＪＷＳＴで原始の大気成分について知見

が得られるのでは、と期待しています。

★原典：ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｎａｓａ．ｇｏｖ／ｆｅａｔｕｒｅ／ｇｏｄｄａｒｄ／２０２１／ｎａｓａ‐ｓ‐ｔｅｓｓ‐ｄｉｓｃｏｖｅｒｓ‐
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石坂 千春（科学館学芸員）
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